
張
九
齢
の
感
遇
詩
に
つ
い
て

は
じ
め
に

張
九
齢
(
字
、
子
芳
、

m
j
m削
)
の
詩
文
に
つ
い
て
は
、
彼
が
玄
宗

の
も
と
で
名
宰
相
と
し
て
活
躍
す
る
と
い
う
輝
か
し
い
経
肢
の
持
主

(
法
乙

で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
従
来
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
き
た
。
木

稿
で
考
察
し
た
い
彼
の
感
遇
十
二
首
に
関
し
て
も
、
た
と
え
ば
入
谷

仙
介
氏
は
、
「
円
感
遇
』
十
二
首
は
玩
籍
の
吋
詠
懐
b

、
陳
子
昂
の
吋
感

遇
』
一
ニ
十
八
首
を
一
本
け
、
李
自
の
円
台
風
』
五
十
九
首
に
連
な
る
一
い
た

い
逮
作
詩
で
、
深
い
孤
独
感
と
、
理
想
の
達
成
し
が
た
い
悲
し
み
、

(
た
こ
〉

そ
れ
で
も
わ
が
道
を
行
く
気
慨
が
あ
ふ
れ
る
に
と
、
高
い
評
価
を

し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
以
下
に
あ
げ
る
僚
子
昂
と
張
九
齢
の
作
品

を
比
較
し
て
み
る
と
、
両
者
の
表
現
、
感
性
の
違
い
に
お
ど
ろ
か
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、

議
翠
巣
南
海
諸
翠
南
海
に
巣
く
ふ

雄
雄
珠
樹
林
雄
雌
珠
樹
の
林

何
知
美
一
人
意
向
ぞ
知
ら
ん
美
人
の

騒
愛
比
黄
金
額
愛
は
黄
金
に
比
す
を

け
れ
H

ふ
れ
M

百妻

敏

身
を
炎
州
の
一
義
に
殺
し

羽
を
五
常
一
の
陰
に
委
ぬ

能
川
路
と
し
て
首
飾
に
光
り

蔵
廷
と
し
て
錦
余
に
繍
く

蛍
に
還
遠
に
在
ら
、
ざ
ら
ん
や

虞
緩
に
忽
ち
に
尋
ね
ら
る

多
材
は
信
に
累
と
為
る

歎
怠
す
比
の
珍
禽
を(
陳
子
昂
、
感
遇
其
二
十
一
ニ
)

い
資
質
を
持
つ
務
翠
は
、
人
招
お
離
れ
た
遼
遠
な
地
に
身
を
置

あ
み

い
て
い
な
が
ら
、
山
沢
苑
関
の
官
で
あ
る
虞
の
羅
に
よ
っ
て
捕
え
ら

れ
、
首
飾
に
錦
会
に
と
装
わ
れ
て
し
ま
う
。
自
身
の
儲
銭
故
に
禍
が

及
び
、
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
存
在
で
あ
る
議
翠
は
、
綴
子
昂
自
身
の

象
徴
で
も
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
こ
の
作
品
を
ふ
ま
え
て
、
張
九
齢
は

感
遇
其
一
四
を
作
っ
た
。

孤
鴻
海
上
来
孤
鶏

殺
身
炎
州
一
畏

忌
芝
3
し
ア
じ
か
ヨ
化
川
巾

4β
初
版
斗
ノ
ふ
ふ

ke品

放
経
繍
錦
会

最
不
在
濯
速

い
間
協
緩
忽
見
尋

多
材
信
為
昭
治

4

丈・
3ω
レ
じ
み
ク
念
刊

主ブ
i
九
五
本
ι
d
H
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油
演
歌
へ
て
顧
み
ず

側
ら
に
見
る
双
翠
烏
の

巣
く
ひ
て
一
一
一
珠
樹
に
在
る
を

矯
矯
た
る
珍
木
の
綴
き
も

金
丸
の
憐
れ
無
き
を
得
ん
や

笑
服
は
人
の
指
さ
さ
ん
こ
と
を
怠
へ

高
明
は
神
の
恵
み
に
返
る

入
ー
た
ま
つ
も
々
こ
堅
守
町
、
ま

ノ
一
司
づ
i
Y
2
j
b
f
、b
j
r

℃
者
何
の
慕
ふ
所
ぞ

張
九
齢
は
孤
鴻
に
対
す
る
副
次
的
な
題
材
と
し
て
、
ま
た
陳
子
昂

は
主
裂
な
題
材
と
し
て
、
両
者
と
も
に
務
翠
を
も
ち
い
て
い
る
c
し
か

し
、
陳
子
昂
の
作
品
に
は
、
た
ぐ
い
ま
れ
な
美
し
さ
を
持
つ
放
に
、
い

か
に
混
迷
な
場
所
に
お
ろ
う
と
も
、
自
身
の
生
が
損
な
わ
れ
て
ゆ
か

ね
ば
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
務
翠
に
対
す
る
激
し
い
哀
惜
の
念
い
が

あ
ふ
れ
で
い
る
が
、
張
九
鱗
の
作
品
に
は
そ
れ
が
み
ら
れ
な
い
っ
感
遇

其
四
で
は
、
そ
う
し
た
務
翠
の
運
命
を
冷
徹
に
み
つ
め
る
孤
鴻
を
導

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
品
全
体
が
観
念
的
に
統
一
さ
れ
、
生
き

い
き
と
し
た
激
し
い
矛
腐
、
が
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

張
九
齢
の
感
遇
十
二
首
は
ど
の
よ
う
な
特
質
を
持
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
陳
子
昂
と
の
関
連
で
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
の
か
。
本
稿
は
、
感
過
十
一
の
特
色
を
さ
ぐ
り
、
初
農
期
の
一
一
誠

治
績
不
敢
顧

倒
見
饗
翠
鳥

矯
矯
珍
木
綴

得
無
金
丸
懐

美
服
感
人
指

懐
詩
の
流
れ
の
な
か
に
、
そ
れ
を
位
震
づ
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

る。
張
九
齢
は
、
字
を
子
寿
と
い
い
、
留
州
出
江
の
人
で
、
客
家
の
出

身
で
あ
っ
た
。
若
い
墳
か
ら
文
名
が
高
く
、
長
安
二
年
(
叫
〉
に
は

進
士
に
及
第
し
た
。
官
は
ま
ず
校
室
岡
部
を
授
け
ら
れ
、
右
拾
遺
(
旧

唐
書
に
よ
る
〉
、
左
補
闘
を
経
て
、
可
動
…
員
外
郎
、
や
が
て
中
書
舎
人

と
な
っ
た
。
当
時
名
宰
相
で
あ
っ
た
張
説
(
問

i
m
)
の
配
下
と
し
て

活
躍
し
て
い
た
が
、
彼
の
失
脚
と
と
も
に
洪
州
都
督
、
桂
州
都
替
に

と
左
遷
さ
れ
た
。
し
か
し
ま
も
な
く
呼
び
も
ど
さ
れ
、
つ
い
に
は
中

審
侍
郎
問
中
毒
門
下
平
章
事
を
経
て
中
世
一
同
令
に
い
た
っ
た
。
玄
宗
の

…
…
信
任
も
厚
か
っ
た
が
、
問
問
一
万
二
十
四
年
(
市
)
に
李
林
帯
の
議
一
一
一
口
に

遇
い
失
脚
し
た
。
荊
州
大
都
督
一
長
史
に
左
遷
さ
れ
、
開
一
万
二
十
八

年
(
別
)
に
残
し
た
。
生
前
は
直
諌
を
以
て
き
こ
え
、
そ
の
初
以
後
、

玄
宗
は
人
を
用
い
る
ん
得
に
「
間
以
度
能
若
九
齢
乎
。
」
と
た
や
す
ね
た
と

い
わ
れ
る
。

感
遇
十
二
替
の
諸
第
が
こ
う
し
た
彼
の
人
生
の
い
か
な
る
時
期
に

つ
く
ら
れ
た
か
は
、
種
々
推
定
は
さ
れ
る
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
お
そ

ら
く
一
時
に
な
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
生
の
折
に
ふ
れ
て
綴
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
諸
篇
に
は
い
く
つ
か
の
大
き
な
特
色
が
み

ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
先
ず
気
づ
か
れ
る
の
は
楚
辞
に
あ
や
か
っ
た
表
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現
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
節
で
は
感
遇
十
二
誌
と
林
沈
静
と
の
関

係
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

主
と
し
て
話
実
レ
ベ
ル
に
お
け
る
両
者
の
関
連
に
つ
い
て
の
断
片

(法…日…〉

的
指
摘
は
す
で
に
な
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
彼
の
感
遇
詩
に
は
楚

辞

と

共

通

す

る

、

あ

る

い

は

多

い

。

例

を

あ

げ

れ

ぷ
ょ
、

。。

ヘ
商
業
春
蔵
籍
、
経
花
秋
抜
一
潔
。
(
其
一
)

戸

0

0

F

上
蔵
礎
部
訪
露
今
、
下
冷
冷
来
風
。
ハ
七
談
、

o
o
 

h

草
木
有
本
心
、
何
求
美
人
折
。
(
北
(
一
)

~

0

0

 

~
突
入
何
処
所
、
孤
客
空
悠
悠
。
(
其
八
)

一
0

0

一
美
人
適
奥
方
、
庭
樹
合
制
色
。
(
其
九
)

J

0

0

 

，
思
議
大
人
今
、
壊
綿
布
対
飴
ο

(

九
章
、

初
放
)

也
、
を
S
C
7
列

ま
メ

7
1
3
t
4
u
v

。。

¥
永
日
徒
離
菱
、
臨
風
懐
窪
街
。
(
其
八
)

一

0

0

/
解
鍬
緩
以
結
世
間
今
、
}
品
開
令
饗
符
以
為
球
。
(
離
騒
)

0

0

 

¥
夜
分
起
郵
燭
、
時
逝
品
流
留
。
ハ
其
八
)

司

0

0

F

待
天
命
令
立
部
路
、
(
九
忠
、
関
上
)

0

0

 

¥
仇
的
影
吟
中
夜
、
設
問
此
歎
怠
。
(
其
九
)

向
。
。

F

廓
抱
禁
問
独
街
今
、
超
永
思
乎
故
郷
。
(
哀
時
命
)

(
注
)
言
己
在
於
山
沢
、

一
げ
ね
た
れ

E
h
n句
、

同
国
M

タ
ハ
創
刊
如
耕
一

抱
形
景
市
立
、

0

0

0

0

 

¥
冥
冥
愁
不
見
、
歌
歌
徒
綴
憶
勺
(
其
十
)

}

0

0

 

一
苓
智
一
〈
冥
今
発
展
略
。
(
九
歌
、
山
鬼
〉

一

他

、

楚

辞

に

日

例

一

0

0

/
夜
歌
歌
荷
不
線
今
、
魂
兜
売
市
護
側
断
。
(
遠
遊
)

。

¥
江
南
有
丹
橘
、
経
冬
猶
綾
林
。
(
其
七
)

一

O

/
后
皐
嘉
樹
、
橘
後
服
令
。
(
九
章
、
橘
顔
〉

。

。

¥
蘭
業
春
歳
礎
、
技
花
秋
絞
潔
。
(
其
一
〉

/
楚
辞
に
蘭
は
必
倒
、
桂
は
お
例
。

0

0

 

~
但
欲
的
高
鳥
、
安
敢
撃
飛
竜
。
(
其
十
一
〉

』

0

0

一
持
此
謝
高
鳥
、
国
之
伝
遠
情
。
(
其
二
)

-

o

o

 

f

関
知
鳥
部
致
辞
今
、
発
迅
高
市
難
当
。
(
九
章
、
忠
美
人
)

こ
の
よ
う
に
、
と
り
わ
け
英
一
、
其
七
、
其
八
、
其
九
、
其
十
に

は
、
楚
辞
の
、
あ
る
い
は
楚
辞
に
由
来
す
る
語
実
が
顕
著
に
み
ら
れ

る
。
ま
た
其
九
に
使
用
さ
れ
て
い
る
要
素
で
あ
る
橘
は
、
玩
籍
、
操

子
同
月
な
ど
従
前
の
一
詠
懐
、
感
遇
詩
に
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で

あ
り
、
橘
の
使
用
は
張
一
九
齢
の
感
遇
詩
の
一
特
色
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
煉
子
昂
の
感
遇
三
十
八
首
に
も
、
楚
辞
に
由
来
す
る
語

裳
は
使
用
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

0

0

 

ヘ
石
林
何
冥
密
、
幽
潟
無
留
行
。
(
其
ム
ハ
)

戸

0

0

/

穏

有

石

林

(

天

間

)

0

0

0

0

 

ー
'
衆
芳
委
持
続
、
題
鶏
鳴
悲
耳
。
ハ
其
七
〉
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目

。

。

一
昔
一
一
一
后
之
純
粋
今
、
国
衆
芳
之
所
在
。
ハ
離
騒
)

-

0

0

 

/
恐
鵜
嬬
之
先
，
鳴
今
、
使
夫
百
草
為
之
不
芳
〈
離
騒
〕

0

0

 

~
精
一
塊
相
交
構
、
天
壊
以
羅
生
。
(
其
八
)

-

0

0

 

f

羅

生

今

堂

下

(

九

歌

〉

。
。

抑
4
1
加
者
誰
子
、
妓
服
当
青
春
。
〈
其
二
十
四
)

明

。

。

/
冊
一
器
開
饗
妓
服
、
芳
非
非
令
満
常
一
(
九
歌
、
東
皇
太
一
)

0

0

 

¥
箕
山
有
高
節
、
湖
水
有
清
源
。
(
其
…
一
一
十
)

一

0

0

/
慢
す
赴
潮
流
、
葬
於
江
魚
之
腹
中
(
漁
父
)

し
か
し
陳
子
昂
の
場
合
に
は
、
そ
れ
は
単
な
る
認
の
使
用
に
と
ど

ま
る
(
石
林
、
羅
生
の
例
)
か
、
背
後
に
濃
厚
な
楚
辞
の
世
界
を
持

つ
訟
で
あ
っ
て
も
(
鵜
娘
、
潮
流
の
例
)
、
そ
の
世
界
の
反
映
は
当

該
す
る
旬
、
あ
る
い
は
そ
の
勾
を
含
ん
だ
数
勾
に
か
ぎ
ら
れ
る
。
例

外
的
な
作
品
は
、
感
遇
其
二
で
あ
る
。

謝
若
牛
一
春
夏
隣
若
春
夏
に
生
じ

ネ
蔚
と
し
て
何
ぞ
青
青
た
る

断
独
た
り
空
林
の
色

ル
氷
川
純
紫
菜
一
を
問
問
ふ

速
一
通
と
し
て
白
日
は
娩
れ

mm溺
と
し
て
秋
風
は
生
、
ず

尽
く
揺
落
す
る
に

克
に
何
を
か
成
さ
ん

幽
独
尚
早
林
色

朱
礎
腎
紫
菜

、
返
還
白
弓
晩

溺
溺
秋
風
生

歳
華
尽
揺
落

芳
意
覚
何
成

芳
意

欝
若
、
青
青
、
紫
茎
、
溺
溺
な
ど
は
楚
辞
に
用
例
が
あ
る
語
素
で

あ
る
。
ま
た
こ
の
作
品
の
主
題
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
遅
暮
の
嘆
は
、
離

騒
に
言
う
「
日
月
忽
其
不
法
号
、
春
与
秋
其
代
序
、
惟
草
木
之
零
落

今
、
恐
美
人
之
、
運
碁
よ
と
ほ
ぼ
等
し
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ

の
作
品
も
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
構
成
に
お
い
て
張
九
齢
の
作

品
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

一一

ば物の
時夜朱青孤美臨永、をひ感
逝分策鳥客人)武日 待と j遺
品起誰絞空何懐徒 建つ十
流機云不悠処饗離 すは二
留燭浮至悠，所{情愛 る、首

語自
業身お
やをよ
句理び
が解そ
多しれ
くてと
みく向
られ類
れ、の

る信雑
こ娯詩
とを五
で寄首
あせの
るる顕
。に:著

た足な
とる特
え人色

こ
の
ほ
か
、

永
日
徒
だ
憂
ひ
に
離
り

風
に
臨
ん
で
黍
筒
を
懐
ふ

美
人
何
れ
の
所
に
か
処
る

孤
客
空
し
く
悠
悠
た
り

つ
会
む
H
t
~

青
鳥
は
鼓
て
ど
も
歪
ら
ず

朱
微
熱
は
誰
か
浮
か
ぶ
と
一
訟
は
ん
や

夜
分
に
起
ち
て
欝
燭
す
れ
ば

時
は
透
き
て
易
ぞ
流
認
せ
ん

( 32 ) 

(
感
述
、
其
八
〉



O
庭
前
援
芳
意
、
江
上
託
徴
波
。
(
雑
詩
五
首
、
其
一
一
一
)

O
持
此
謝
高
鳥
、
関
之
伝
遠
情
。
(
感
遇
、
其
二
〉

O
可
以
薦
嘉
客
、
奈
何
組
重
深
。
(
感
遇
、
其
七
〉

O
抱
影
吟
中
夜
、
誰
間
此
歎
怠
。
美
一
人
適
奥
方
、

庭

樹

含

幽

色

。

(

感

遇

、

其

九

)

O
漢
上
有
瀞
女
、
求
思
安
可
得
、
袷
中
一
札
書
、

欲

寄

讐

飛

翼

。

(

感

遇

、

其

十

〉

O
浩
忠
極
中
夜
、
深
援
欲
待
誰
。
(
感
遇
、
其
十
二
)

こ
う
し
た
表
現
の
形
式
は
先
行
す
る
陳
子
昂
の
作
品
に
は
み
ら
れ

な
い
。
練
子
昂
は
、
た
と
え
ば
、

可
憐
落
合
樹
憐
む
べ
し
堵
台
の
樹

灼
灼
佳
人
姿
灼
灼
た
り
佳
人
の
姿

碧
華
快
朱
実
碧
翠
朱
実
に
映
ず
る
に

禁
折
青
春
時
青
春
の
時
に
撃
折
さ
る

蛍
不
盛
光
寵
査
に
光
寵
盛
ん
な
ら
ざ
ら
ん
や

栄
君
白
玉
堤
君
が
白
玉
の
壌
に
栄
ゆ

但
恨
紅
芳
敏
但
だ
紅
芳
の
駄
く
る
を
恨
み

凋
傷
感
所
思
凋
傷
し
て
思
ふ
一
併
に
感
、
ず
(
感
遇
英
一
一
一
十
三

の
よ
う
に
表
現
す
る
。
清
の
陳
況
が
内
詩
比
輿
築
h

で
こ
の
詩
を

評
し
て
「
観
物
述
懐
之
詩
。
量
不
光
寵
、
栄
君
白
玉
壊
、
追
務
用
於

前
特
に
と
い
う
よ
う
に
、
議
八
百
樹
は
陳
予
防
卯
自
身
を
た
と
え
て
い

る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
こ
の
珍
樹
は
美
し
い
資
質
を
持
つ
故

に
、
最
も
盛
ん
な
時
(
青
春
時
)
に
よ
じ
り
折
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う

矛
盾
を
苧
ん
だ
存
在
で
あ
る
。
こ
の
世
に
な
い
美
し
い
樹
と
し
て
愛

賞
さ
れ
は
し
た
が
、
た
だ
悲
し
ま
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
き
資
質
が
持

と
と
も
に
尽
き
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
、
と
、
僚
子
昂
の
慨
嘆
は
ひ

た
す
ら
凋
落
し
て
ゆ
く
存
在
に
向
け
ら
れ
、
信
頼
す
る
に
足
る
人
物

を
待
望
す
る
心
情
は
、
あ
ま
り
顕
著
に
み
ら
れ
な
い
。
さ
き
に
あ
げ

た
感
遇
其
二
も
同
様
で
あ
っ
た
。
蘭
若
は
春
夏
に
は
生
き
生
き
と
お

の
れ
の
生
を
楽
し
ん
で
い
る
が
、
時
節
が
移
ろ
う
と
と
も
に
凋
落

し
て
し
ま
い
、
そ
の
殺
郁
た
る
芳
香
も
誰
に
も
愛
で
ら
れ
ず
無
駄

に
な
っ
て
し
ま
う
。
第
七
、
八
句
に
は
、
呑
草
と
そ
れ
を
愛
で
る
人

と
い
う
対
比
が
あ
る
が
、
表
出
の
重
点
は
や
は
り
、
そ
う
い
う
状
況

の
中
で
凋
落
し
て
ゆ
く
欝
若
に
お
か
れ
て
い
る
。
棟
子
昂
の
感
遇
詩

に
用
い
ら
れ
る
対
象
性
は
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
状
況
の
様
々
な
変
化

に
よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ
、
た
と
え
そ
う
し
た
状
況
を
拒
絶
し
た
と
し

て
も
、
そ
れ
自
身
衰
退
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
い
、
そ
う
い
う
r

構
造

を
有
し
つ
つ
用
い
ら
れ
て
い
る
。
現
実
の
政
治
世
界
の
中
で
生
き
よ

う
と
す
れ
ば
、
そ
の
生
き
方
は
死
に
も
至
る
危
険
を
は
ら
む
(
賭
鈴

遊
天
地
、
与
世
本
無
患
、
飛
飛
来
能
止
、
黄
雀
来
相
干
。
)
。
だ
が
そ

の
状
況
か
ら
退
い
た
と
し
て
も
、
時
と
と
も
に
己
れ
の
生
は
損
な
わ
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れ
て
ゆ
く
。
で
は
ど
の
よ
う
に
生
き
れ
ば
よ
い
の
か
。
陳
子
昂
の
慨

嘆
は
こ
こ
か
ら
生
ず
る
。

張
九
齢
の
喫
き
は
陳
子
昂
と
こ
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
、
先
に
示

し
た
感
逃
其
八
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
4
3
永
日
徒
離
憂
(
永
日
徒
だ

菱
ひ
に
離
る
ご
と
い
う
第
一
勾
で
、
作
者
は
春
の
日
に
深
い
憂
愁
に

沈
ん
で
い
る
。
そ
の
憂
愁
は
三
実
人
」
と
の
遊
遁
が
か
な
わ
ぬ
と
こ

ろ
か
ら
生
じ
て
い
る
(
美
人
何
処
所
、
孤
客
山
内
ヱ
悠
悠
)
。
「
美
人
い
は

先
に
挙
例
し
た
が
、
楚
辞
に
多
用
さ
れ
る
話
会
で
あ
る
。
楚
辞
の
な

か
で
そ
れ
は
ま
ず
「
う
る
わ
し
い
よ
き
人
(
男
性
・
女
性
と
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

。
稀
営
一
今
美
一
人
、
忽
独
与
余
今
日
成
。
(
九
歌
・
少
可
命
)

0
美
人
既
酔
、
朱
顔
舵
此
品
。
(
招
魂
〉

さ
ら
に
は
お
の
れ
が
思
慕
を
寄
せ
る
人
(
主
君
、
あ
る
場
合
に
は
神

格
の
象
徴
)
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
例
が
あ
る
。

た
と
え
ば
離
騒
の
「
惟
草
木
之
零
落
今
、
恐
美
人
之
、
遅
幕
。
(
草
木

h
刷。も

の
零
落
す
る
を
惟
ひ
、
美
人
の
遅
慕
を
恐
る
。
〕
い
一
に
つ
い
て
、
主
逸

は
三
一
一
六
人
謂
懐
…
十
一
也
。
い
と
述
べ
、
法
、
洪
興
視
は
「
殿
原
有
以
美

人
戦
活
者
。
恐
美
人
之
返
募
、
是
也
に
と
述
べ
て
い
る
。
九
章
・

忠
美
人
の
「
美
人
い
も
懐
王
を
意
味
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
九
歌
'
河
伯
の
「
子
交
手
今
東
行
、
送
美
人
今
南
滅
。
(
子
手

を
か
〈
へ
て
東
行
し
、
美
人
を
南
浦
に
送
る
。
〉
し
に
つ
い
て
、
主
逸
が

三
夫
人
、
屈
原
自
謂
也
。
」
と
注
す
る
よ
う
に
、
屈
原
自
身
を
指
し

て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
張
九
齢
の
「
美
人
」
は
、
楚

辞
に
お
け
る
こ
れ
ら
三
種
の
用
例
の
う
ち
、
お
の
れ
が
思
慕
を
ょ
せ

る
人
務
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
「
美
人
1

一

と
の
遊
返
も
か
な
わ
ぬ
ま
ま
憂
い
に
沈
む
作
者
の
前
に
、
そ
の
媒
と

な
っ
て
く
れ
る
も
の
(
饗
筒
・
青
鳥
)
も
現
わ
れ
ず
、
時
は
容
赦
な

く
過
ぎ
て
ゆ
く
ハ
夜
分
起
際
関
、
時
逝
日
伺
掩
留
。
)
。
陳
子
日
印
の
詩
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
時
の
推
移
と
い
う
表
出
は
な
さ
れ
て
い
る
が
、
主

要
な
慨
嘆
は
遊
遁
が
か
な
え
ら
れ
な
い
状
況
か
ら
生
じ
て
い
る
。
次

に
あ
げ
る
其
十
も
同
壊
で
あ
る
ρ

漢
上
有
潜
女
漢
上
に
務
女
有
り

求
忠
安
可
得
求
む
る
も
安
く
ん
ぞ
得
べ
け
ん
や

袖
中
一
札
番
袖
中
一
札
の
書

欲
寄
穫
量
飛
翼
双
飛
翼
に
寄
せ
ん
と
欲
す

W
A
(

冥
愁
不
見
冥
冥
と
し
て
愁
ふ
れ
ど
も
見
え
ず

歌
歌
徒
紙
憶
歌
歌
と
し
て
徒
ら
に
憶
ひ
を
紙
す

紫
瀬
秀
空
援
紫
璃
空
援
に
秀
で

結
露
奪
銅
色
始
一
蕗
樹
色
を
奪
ふ

馨
秀
歳
欲
晩
馨
香
歳
は
娩
れ
ん
と
欲
す

感
嘆
措
何
極
感
嘆
欝
は
何
ぞ
極
ま
ら
ん

は
南
山
に
在
り
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日
暮
長
太
息
日
嘉
一
長
太
息
す

漢
水
の
辺
の
激
女
は
、
詩
経
・
周
南
・
潔
広
の
「
漢
有
滋
女
、
不

可
求
思
。
(
漢
に
激
一
女
有
り
、
求
む
べ
か
ら
ず
。
ど
を
ふ
ま
え
た
表

現
で
、
本
来
は
漢
水
の
女
神
を
い
う
が
、
こ
の
詩
の
な
か
で
は
己
れ

が
信
頼
を
寄
せ
遜
揺
を
願
う
人
格
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
悲
京
・

孤
独
感
の
由
来
は
其
八
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
高
く
秀
れ
た
資
質
を

有
す
る
紫
斑
が
誰
も
愛
で
る
者
の
い
な
い
渓
谷
で
栄
え
て
い
る
が
、

時
節
の
経
過
と
と
も
に
そ
の
呑
り
も
失
せ
、
凋
落
し
て
し
ま
う
こ
と

を
諮
る
第
七
勾
か
ら
第
十
勾
ま
で
の
構
成
は
、
際
子
昂
の
感
遇
其
二

の
そ
れ
と
ほ
と
ん
ど
軌
を
一
に
す
る
。
し
か
し
陳
子
昂
の
場
合
、
こ

う
し
た
表
現
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
己
れ
の
生
を
傷
う
状
況

を
お
絶
し
た
こ
と
で
あ
り
、
張
九
齢
の
場
合
は
己
れ
が
思
慕
す
る
人

格
一
と
の
遊
逝
が
か
な
え
ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
c

な
お
こ
の
作
品
の
第
十
二
十
二
句
に
つ
白
雲
は
前
山
に
在
り
、

日
暮
長
太
怠
す
c
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
俗
世
界
を
離
れ
た
rH雲

の
、
倒
的
き
お
こ
る
自
由
な
世
界
に
つ
い
て
諮
っ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
後
に
考
え
る
。

さ
ら
に
例
を
あ
げ
れ
ば
、

財
人
総
独
臥
幽
人
帰
り
て
独
り
臥
す

滞
慮
洗
孤
清
滞
慮
は
孤
清
に
洗
ふ

持
此
謝
一
高
烏
此
を
持
っ
て
高
烏
に
謝
ぐ

之
に
関
り
て
遠
惰
を
伝
へ
ん

日
夕
空
意
を
懐
く

人
設
か
歪
精
に
感
ず
る
や

飛
沈
理
は
自
ら
隔
た
れ
ば

仰
れ
の
所
に
か
吾
が
誠
を
慰
め
んハ感
遇

独
り
散
に
隠
棲
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
は
こ
の
清
ら
か
な
世
界
で

す
っ
か
り
洗
い
清
め
た
。
さ
て
遠
い
か
の
人
に
お
の
れ
の
ま
ご
こ
ろ

を
伝
え
た
い
の
だ
が
ハ
持
此
謝
高
鳥
、
図
之
伝
遠
情
)
、
そ
れ
は
か

な
え
ら
れ
な
い
(
人
誰
感
歪
精
)
。
そ
こ
か
ら
彼
の
嘆
瑳
が
生
ず
る
。

ま
た
思
い
を
高
鳥
に
謝
げ
る
と
い
う
表
現
も
、
楚
辞
の
た
と
え
ば

「
忠
美
人
い
に
一
一
一
日
う
一
i

悶
帰
烏
部
致
辞
令
、
品
先
迅
高
市
難
当
。
ハ
日
m

め
ぬ
は
や

鳥
に
図
り
て
辞
を
致
さ
ん
と
す
れ
ど
も
、
発
迅
く
高
く
し
て
当
ひ
難

し
c
と
と
同
一
で
あ
る
。

関
之
伝
遠
情

日
夕
懐
空
意

人
誰
感
一
全
精

飛
沈
理
自
踊

何
所
慰
者
誠

'-..../ 
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さ
ら
に
こ
の
他
、

O
西
日
下
山
隠
、
北
風
乗
タ
流
。
燕
雀
感
昏
豆
、

管
機
呼
疋
儀
。
鴻
鵠
離
自
遠
、
哀
音
非
所
求
。

貴
人
棄
疲
賎
一
、
下
士
嘗
殻
憂
。
衆
情
累
外
物
、

恕
己
忘
内
街
。
感
歎
長
如
比
、
使
我
心
悠
悠
。

o
我
有
異
郷
意
、
宛
在
雲
溶
落
。
溶
此
目
不
議
、

要
之
心
所
鐙
Q

但
欲
附
高
鳥
、
安
敢
禁
飛
竜
。

(
其
六
)



査
猪
無
感
遇
、
悲
純
填
心
胸
。
帰
米
知
寂
案
、

人

頗

天

堂

従

。

(

其

十

一

)

0
良
辰
不
可
遇
、
心
賞
一
史
縫
陀
。
終
日
塊
然
坐
、

有
持
労
者
歌
。
庭
前
撹
芳
慈
、
江
上
託
徴
波
。

路
遠
無
能
達
、
憂
情
空
復
多
。
(
雑
詩
五
首
、
其
一
一
一
)

0
潟
水
弔
裳
妃
、
斑
竹
為
情
緒
。
漢
水
訪
滋
一
女
。

解
偶
無
誰
与
。
同
心
不
可
見
、
兵
路
空
延
作
。

浦
上
背
楓
林
、
津
傍
白
沙
諸
。
行
吟
歪
落
日
、

坐
問
中
…
祇
愁
予
。
神
物
亦
蛍
狐
、
佳
期
定
何
許
。
(
問
、
其
問
)

な
ど
、
同
様
の
表
現
形
式
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
潜
造
は
、
対

九
輪
の
感
遇
詩
の
基
底
的
形
式
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
雑
詩
五
首
、
井
、
問
の
「
浦
上
背
楓
林
、
津
傍
白
沙
渚
、

行
吟
受
落
臼
、
ゆ
J

製
紙
愁
予
。
い
が
沢
畔
に
吟
ず
る
機
は
け
し
た
履
原

の
姿
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
携
成
は
正
し

く
楚
辞
の
役
界
の
反
映
で
あ
る
。
発
辞
の
訪
中
a

要
な
一
ア

i
マ
の
一
つ
は

賢
者
の
不
遇
の
な
げ
き
で
あ
り
、
た
と
え
ば
屈
原
の
代
表
作
で
あ
る

離
騒
」
も
、
子
一
逸
が
「
属
探
そ
の
諮
隠
仰
を
序
し
、
そ
の
賢
一
良
を
率
ゐ
、

以
て
問
洲
士
を
腐
す
。
入
り
て
は
別
ち
王
と
図
り
、
政
事
を
議
し
、

嫌
疑
を
決
定
す
。
出
で
て
は
別
ち
群
下
を
駿
察
し
、
諸
侯
に
応
対

し
、
職
修
を
謀
行
す
。
五
甚
だ
之
を
珍
と
し
大
夫
に
同
列
す
。
上
官

救
尚
そ
の
能
一
を
炉
脅
し
、
共
に
之
を
諮
致
す
。
主
乃
ち
問
料
一
原
を
疏
ん

ず
。
屈
原
忠
貞
を
執
履
す
る
に
議
邪
を
被
り
、
菱
心
媛
乱
し
て
恕
ふ

る
所
を
知
ら
ず
。
乃
ち
離
騒
経
を
作
る
よ
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

不
遇
の
歎
き
が
全
篇
を
覆
っ
て
い
る
。
離
騒
の
乱
に
は
「
己
失
哉
、

国
無
人
莫
我
知
今
、
又
何
懐
乎
故
郷
。
既
英
足
与
為
羊
一
〈
政
令
、
吾
将

従
診
成
之
所
居
。
(
ゃ
ん
ぬ
る
か
な
。
国
に
人
無
く
我
を
知
る
莫
し
、

又
何
、
ぞ
故
郷
を
懐
は
ん
や
。
既
に
与
に
美
政
を
為
す
に
足
る
も
の
な

し
、
吾
将
に
彰
威
の
居
る
一
坊
に
従
は
ん
と
す
。
ご
と
、
現
実
の
政
治

世
界
に
絶
望
し
た
屈
原
の
死
に
奈
る
運
命
す
ら
予
感
さ
せ
る
悲
痛
な

表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
九
章
・
思
議
〈
人
」
に
は
、

忠
美
人
令
美
人
を
思
ひ
て

撃
梯
雨
対
一
胎
悌
を
撃
り
て
持
み
胎
る

媒
給
路
限
今
媒
は
絶
え
路
阻
ま
れ
て

一
一
一
同
不
可
結
花
治
一
一
一
口
絡
ん
で
訟
る
べ
か
ら
ず

窪
案
と
し
て
煩
芳
し

路
補
し
て
発
せ
ず

( 36 ) 

陥
滞
而
不
発

に
寄
せ
ん
と
顕
ひ

遇
へ
ど
も
将
か
れ
ず

帰
鳥
に
図
り
て
辞
を
致
さ
ん
と
す
れ
ば

あ

あ

な

一

ゃ

あ

売
込
く
高
く
し
て
当
ひ
難
し

遇
尚
一
品
際
荷
不
将

問
帰
鳥
一
関
致
辞
令

品
川
河
迅
高
海
難
当
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と
い
う
よ
う
に
、
己
れ
が
思
慕
す
る
人
と
の
遊
返
が
か
な
え
ら
れ

な
い
歎
き
が
切
々
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
張
九
齢
に
も
問
様
の
悲
哀

感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
表
現
の
上
か
ら
み
た
と
き
、
張
九
齢
の
感
週

一
詩
は
語
索
に
お
い
て
も
形
式
に
お
い
て
も
繋
辞
の
世
界
に
密
策
し
す

ぎ
て
い
た
。
彼
の
悲
哀
・
孤
独
感
は
、
結
局
、
己
れ
が
思
慕
す
る
人

に
出
介
え
、
自
身
の
心
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
解
消
さ
れ
て
し

ま
う
も
の
で
あ
っ
た
。
時
の
推
移
に
対
す
る
歎
き
も
同
様
で
、
こ
れ

は
遊
返
の
副
次
的
要
素
で
あ
り
、
出
合
い
さ
え
か
な
え
ば
解
消
す

る
。
張
九
齢
の
悲
京
感
は
、
陳
子
日
却
の
作
品
に
み
ら
れ
る
如
何
と
も

し
が
た
く
閉
饗
さ
れ
た
生
の
歎
き
と
は
異
殺
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
も
の
と
は
異
な
っ
た
構
成

を
持
つ
感
遇
詩
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

江
南
一
有
丹
橘
江
南
に
丹
橘
有
り

経
冬
猶
緑
林
冬
を
経
て
猶
ほ
緑
林

山
設
伊
地
気
援
蛍
に
伊
れ
地
気
の
援
な
る
な
ら
ん

自
有
歳
寒
心
自
ら
歳
寒
の
心
有
れ
ば
な
り

可
以
薦
嘉
客
以
て
嘉
客
に
薦
む
べ
く
も

奈
何
mm叢
深
震
一
深
に
阻
ま
る
る
を
奈
何
せ
ん

運
命
唯
所
遇
運
命
は
唯
だ
遇
ふ
所
の
ま
ま

循
環
不
可
尋
錆
環
は
尋
ぬ
べ
か
ら
ず

徒
だ
樹
は
桃
李
と
一
一
一
口
ふ
も

此
の
木
設
に
陰
無
か
ら
ん
や(
感
遇
其
七
〉

張
九
齢
の
楚
辞
へ
の
傾
斜
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い
る
作
品
で
あ

る
。
こ
の
作
品
は
ほ
と
ん
ど
楚
辞
・
九
意
・
橘
綴
に
あ
や
か
っ
て
い

る
。
橘
頚
に
一
一
一
一
向
う
、

后
泉
一
嘉
樹
后
患
の
嘉
樹

橘
被
服
今
橋
徐
り
服
す

受
命
不
遷
命
を
受
け
て
遼
ら
ず

生
南
国
今
南
閣
に
生
、
ず

深
国
難
徒
深
閣
に
し
て
徒
し
難
く

吏
壱
志
今
一
史
に
志
を
奄
に
す

緑
葉
索
栄
緑
葉
素
栄

紛
其
可
裏
目
サ
紛
と
し
て
其
れ
喜
ぶ
ベ
し

曾
校
刻
練
曾
校
創
材
料

円
果
捧
今
円
果
捧
た
り

青
寅
雑
緩
青
葉
雑
緩
し
て

文
章
繍
今
文
章
繍
た
り

徒
一
一
一
口
樹
桃
李

此
木
量
無
陰

( 37 ) 

瑳
誠
剛
一
幼
志

有
以
異
今

瑳
溺
の
幼
志

以
て
異
な
る
有
り



独
立
不
透
独
立
し
て
選
ら
ず

量
不
可
車
問
ハ
ザ
山
設
に
喜
ぶ
べ
か
ら
ざ
ら
ん
や

深
厨
難
役
、
深
踏
に
し
て
徒
一
し
難
く

廓
其
無
求
今
廓
と
し
て
其
れ
求
む
る
無
し

蘇
世
独
立
世
に
蘇
め
て
独
立
し

よ
こ
し
ま

横
部
不
流
今
績
に
し
て
流
れ
ず

准
北
に
移
植
す
る
と
仰
い
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
る
、
江
甫
の
橘
の

し
い
秀
れ
た
資
質
を
た
た
え
た
の
が
、
こ
の
橘
頚
で
あ
る
。
む
ろ

ん
紹
旗
は
自
身
の
間
い
節
操
を
こ
の
橘
に
託
し
て
表
現
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
橘
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
な
に
よ
り
も
豊
か
な
現
実
性

を
有
し
て
い
る
。
張
九
齢
は
こ
れ
を
承
け
、
江
南
の
橋
に
は
逆
境
に

耐
え
る
心
が
あ
る
か
ら
、
冬
を
経
て
も
な
お
深
い
緑
を
た
も
っ
て
い

る
、
と
丹
織
を
賛
美
す
る
。
し
か
し
こ
の
作
品
で
は
、
橘
の
意
味
・

(
一
法
問
)

術
館
が
重
視
さ
れ
、
像
の
比
織
で
は
な
く
意
味
の
比
輸
に
重
点
を
置

い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
作
品
全
体
が
楚
辞
に
比
べ
て
観
念

的
・
理
念
的
な
も
の
と
な
り
、
生
き
生
き
と
し
た
現
実
的
形
象
が
み

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
嘉
客
に
薦
め
よ
う
と
す
る
の
だ

が
、
そ
れ
が
か
な
え
ら
れ
な
い
、
と
い
う
構
成
は
前
節
で
検
討
し
た

も
の
と
同
一
で
あ
る
が
、
こ
の
作
品
で
は
「
徒
だ
樹
は
桃
李
と
世
間
ふ

も
、
此
の
木
山
誌
に
陰
無
か
ら
ん
や
。
い
と
、
む
し
ろ
掃
を
積
極
的
に

賛
美
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
矛
盾
が
や
わ
ら
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
楚

辞
で
摘
は
志
、
が
問
問
く
移
し
難
い
存
在
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
、
感
遇
其
七
で
は
嘉
客
に
薦
め
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
と
し
て

機
能
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
り
、
こ
の
点
で
は
感
遇
其
七
は
橘

額
の
翻
案
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
感
遇
其
九
に
つ
い
て
、

蘭
葉
春
蔵
裁
蘭
葉
は
春
に
蔵
霧
た
り

桂
華
秋
絞
潔
桂
華
は
秋
に
絞
潔
た
り

欣
欣
此
生
意
欣
欣
と
し
て
此
に
ん
注
意
あ
り

白
磁
為
佳
節
白
ら
溺
く
し
て
佳
節
を
為
す

誰
知
林
棲
者
誰
か
知
ら
ん
林
楼
の
者
の

間
風
坐
相
悦
風
を
開
き
て
坐
ろ
に
相
悦
ぶ
を

草
木
有
本
心
草
木
に
本
心
有
り

何
求
美
人
折
何
ぞ
美
人
に
折
ら
る
る
を
求
め
ん
や

山
林
に
幽
楼
し
、
祉
に
mm
い
ら
れ
る
こ
と
を
認
ま
ぬ
自
身
を
関
・
桂

に
託
し
て
積
極
的
に
許
制
す
る
こ
の
作
品
は
、
同
様
の
要
素
を
mm
い

な
が
ら
激
し
い
矛
盾
を
内
包
す
る
陳
子
昂
の
感
遇
一
其
一
一
一
と
は
似
て
い

な
い
。
こ
こ
に
は
、
思
慕
を
寄
せ
る
人
と
の
遊
遁
が
か
な
え
ら
れ
な
い

嘆
き
ゃ
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
持
の
推
移
に
対
す
る
悲
嘆
は
み
ら
れ

ず
、
自
得
し
た
隠
棲
者
の
世
界
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
張
九
齢
に

と
っ
て
こ
う
し
た
生
き
方
は
、
一
つ
の
好
ま
し
い
可
能
性
と
し
て
在
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っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
終
に
張
九
齢
は
自
分
を
真
に
理
解
し

て
く
れ
、
自
分
も
ま
た
心
か
ら
信
額
を
寄
せ
、
そ
の
も
と
で
活
躍
し

た
い
と
願
う
人
格
と
の
遊
近
と
い
う
こ
と
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
こ
の
際
楼
者
の
世
界
も
そ
の
遊
遁
を
否
定
的
な
媒
介
と
し
て

求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
何
求
美
人
折
)
。

張
九
齢
は
、
隠
棲
者
に
対
す
る
憶
憶
と
、
そ
れ
が
か
な
え
ら
れ
な

い
嘆
き
を
詠
じ
て
い
る
。

関
門
跡
殺
滑
化
門
を
閉
ざ
し
て
群
化
を
跡
ね

恐
林
結
所
思
林
に
怒
り
て
思
ふ
所
を
結
ぶ

繍
喫
此
寒
木
繍
嘆
す
此
の
然
、
木

博
昔
乃
芳
義
博
昔
は
乃
ち
芳
議
た
り

朝
湯
鳳
安
在
朝
湯
鳳
は
安
く
に
か
在
る

日
暮
鰐
独
悲
日
暮
鮮
は
独
り
悲
し
む

浩
忠
極
中
夜
浩
忠
は
中
夜
に
緩
ま
り

一
徐
暖
欲
待
誰
深
援
し
て
誰
を
か
待
た
ん
と
欲
す

所
懐
誠
己
突
懐
ふ
所
は
誠
に
ゃ
ん
ぬ
る
か
な

既
往
不
可
追
既
住
は
追
ふ
べ
か
ら
ず

間
開
食
非
}
品
開
事
鼎
食
は
吾
が
事
に
あ
ら
ず

袋
山
嘗
我
期
雲
山
は
嘗
て
我
期
一
す

初
越
方
脊
脊
胡
越
方
に
夜
寄
た
り

車
馬
何
遅
返
事
馬
仰
ぞ
達
、
運
た
る

ロ
¥
ム
除
問
一
ゴ
付

Jm将

士
/
軒
ぃ
ヌ
一
ト
仇
g
t
J

儲
喫
臥
簾
維

天
一
壌
一
に
何
ぞ
異
な
る

樹
映
し
て
簾
維
に
臥
す〈感
遇

¥ーノ

こ
の
ほ
か
、

O
海
上
有
仙
山
、
帰
期
党
神
変
。
(
感
遇
其
五
)

O
白
雲
愁
不
見
、
治
海
飛
無
翼
。
〈
感
遇
其
九
)

O
白
雲
在
荷
山
、
日
暮
長
太
怠
。
〈
感
遇
其
十
)

笈
山
・
自
祭
は
自
由
な
隠
援
者
の
世
界
を
象
徴
的
に
指
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
表
現
に
つ
い
て
も
、
さ
き
の
感
遇
其
九
と
同
様
に
考

え
ら
れ
よ
う
。
総
じ
て
張
九
齢
は
、
隠
綾
者
と
し
て
の
生
き
方
に
対

し
て
は
陳
子
昂
ほ
ど
の
執
着
を
持
た
な
い
。

以
上
、
煩
墳
な
が
ら
主
と
し
て
楚
辞
と
の
関
係
を
中
心
に
張
九
齢

の
感
遇
詩
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
そ
の
特
色
は
お
よ
そ
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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張
九
齢
の
感
遇
詩
に
は
楚
辞
的
、
あ
る
い
は
楚
辞
に
自
来
す

る
一
議
会
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
要
素
と
し
て
は
、
楚
辞
に
は
使

用
さ
れ
て
い
た
が
、
従
前
の
詠
懐
・
感
遇
詩
に
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
丹
橘
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
控
目
さ
れ
る
。

旬
、
単
な
る
語
索
ば
か
り
で
は
な
く
、
詩
の
主
題
や
内
容
に
も
楚

辞
的
世
界
が
反
映
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
張
九
齢
の
感
遇
詩
の

底
に
流
れ
て
い
る
の
は
、
自
分
を
真
に
理
解
し
て
く
れ
、
自
分



も
心
か
ら
思
慕
す
る
人
(
具
体
的
に
は
君
主
を
意
味
し
、
楚
辞

の
世
界
に
あ
や
か
つ
て
「
突
入
」
と
い
う
語
、
が
使
用
さ
れ
て
い

る
〉
を
待
ち
望
む
心
情
と
、
、
経
返
一
が
か
な
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

か
ら
生
ず
る
嘆
き
・
孤
独
感
で
あ
る
。
時
の
推
移
と
と
も
に
自

身
が
衰
え
て
ゆ
く
こ
と
へ
の
概
嘆
、
ま
た
隠
遁
者
と
し
て
の
生

き
方
に
対
す
る
願
望
は
、
あ
F

く
ま
で
副
次
的
な
も
の
で
あ
り
、

遊
揺
さ
え
か
な
え
ば
解
治
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
ο

ω
こ
う
し
た
表
現
の
構
造
は
、
先
行
す
る
綴
子
昂
の
そ
れ
と
は

全
く
異
な
っ
て
い
る
。

ω
表
現
の
問
題
と
し
て
み
た
と
き
、
張
九
齢
の
感
遇
詩
は
発
辞

の
世
界
に
あ
ま
り
に
者
着
し
て
お
り
、
そ
の
翻
案
と
い
っ
て
も

よ
く
、
新
し
い
感
遇
詩
の
流
れ
を
創
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
初
勝
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
の
感
遇
詩
の
流
れ
は
、
や
は

り
陳
子
昂
の
感
遇
三
十
八
首
か
ら
李
自
の
古
風
五
十
九
首
に
続

い
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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住
一
代
表
的
な
論
考
に
、
大
野
突
之
助
氏
「
張
九
齢
と
そ
の
詩
風
」
(
詩
的

文
学
研
究
い
八
〉
が
あ
る
。

注
一
一
吋
中
間
文
化
護
者

5

文
学
史
い
一
一
一
一
五
ペ
ー
ジ
。

注
三
隙
坑
内
詩
北
興
築
'
町
、
劉
大
澄
門
邸
側
詩
一
一
一
百
首
欣

校
mm

古
木
隆
明
氏
吋
一
斉
訟
に
と
っ
て
美
と
は
な
に
か
h

撰
択
'
転
換
e

臓
に
み
え
る
。
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